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中央会行事のお知らせ
〜 新年祝賀会 〜

日　時　平成 30 年 1 月 16 日（火）

　　　　11 時 30 分〜 13 時 30 分

場　所　キャッスルプラザ４階　鳳凰の間

　　　　名古屋市中村区名駅 4 − 3 − 25

定　員　 200 名

会　費　 1 名様につき 10,000 円

◆ お申込み・お問い合わせは ◆
総務部まで　☎ 052 − 485 − 6811

愛知県の特定最低賃金改正のお知らせ
～発効日　平成 29年 12月 16日～

　愛知県内の特定の産業に適用される業種の特定最低賃金について、平成 29年 12月 16 日から改正されました。
　このため、既に 10月 1日に改正されている「愛知県最低賃金」と併せ、愛知県の最低賃金（時間額）は、次
のとおりとなります。
（地域最低賃金）

（特定最低賃金）

　詳しくは、愛知労働局ホームページ（http://aichi-roudoukyoku. jsite.mhlw.go. jp/）、愛知労働局労働基準部
賃金課（052−972−0257）又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

最　低　賃　金　名 時　間　額 発　効　日
愛知県最低賃金 ８７１円 平成 29 年 10 月 1 日

最　低　賃　金　名 時　間　額 発　効　日
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 ９４１円

平成 29 年 12 月 16 日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ９１１円
計量器・測定器・分析機器・試験機、光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業 ８７５円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械
器具製造業 ８８３円

輸送用機械器具製造業 ９１９円
自動車（新車）小売業 ９０４円



中央会あいち　2017年 12月　（2）

■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、日
本
経
済
が
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
る
前
の
、

昭
和
27
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
65
周
年
に
な
り
ま
す
。
豊

田
市
・
刈
谷
市
を
中
心
と
し
た
西
三
河
地
区
で
主
に
、
自
動

車
部
品
の
機
械
金
属
加
工
を
行
う
事
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
初
は
組
合
員
の
事
業
資
金
借
入
支
援
が
事
業
の
中

心
で
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
ま
し
た
。

■
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
新
入
社
員
の
研
修
や
、
各
業
種
に
お
け
る
資
格
取
得
を
目

的
と
し
た
教
育
情
報
事
業
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
福
利
厚
生

事
業
、
保
険
代
理
業
務
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
情
報
事
業
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
や
図
面
の

見
方
講
習
会
、
産
業
技
術
記
念
館
見
学
会
等
を
開
催
し
、
組

合
員
の
技
術
と
技
能
の
向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
研
修

と
も
に
参
加
者
が
増
加
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

で
は
、
小
規
模
組
合
員
に
は
合
同
研
修
、
大
規
模
組
合
員
に

は
講
師
を
派
遣
し
単
独
研
修
と
、
組
合
員
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
図
面
の
見
方
講
習
会
で
は
、試
験
を
行
い
、

合
格
者
に
は
修
了
証
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
意
欲

を
高
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
4
半
期
毎
に
生
産
・
製
品
価
格
・
収
益
等
の
実

態
と
、
受
注
見
込
・
設
備
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
景
況
動

向
調
査
を
実
施
し
、「
景
況
実
態
調
査
情
報
」
と
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
福
利
厚
生
事
業
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
「
指
定
店

利
用
優
待
制
度
」
で
す
。
組
合
が
発
行
す
る
「
お
買
物
券
」

を
組
合
の
指
定
店
（
21
店
舗
）
で
利
用
で
き
る
も
の
で
、
出

資
金
と
従
業
員
数
に
よ
り
割
り
当
て
を
決
め
て
い
ま
す
。
お

買
物
券
の
一
部
を
組
合
が
負
担
す
る
こ
と
で
、
各
店
舗
に
負

担
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
組
合
員
は
安
く
利
用
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
組
合
員
が
よ
り
多
く
利
用
す
る
こ
と

で
、
地
元
店
舗
の
売
上
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
各
店
舗
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
周

知
を
行
い
、
制
度
を
開
始
し
て
15
年
で
当
初
の
利
用
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
他
、
勤
続
10
年
の
優

良
社
員
に
は
、
永
年
勤
続
社
員
研

修
旅
行
と
し
て
ハ
ワ
イ
旅
行

を
、
25
年
間
継
続
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま

す
。

　
保
険
代

理
業
務
で
は
、

団
体
定
期
保
険
や
団
体
生

活
総
合
補
償
保
険
に
加
え
、
新
た

に
団
体
医
療
補
償
保
険
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
、
組
合
員
の

福
利
厚
生
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
、
電
気
自
動
車
や
自
動
化
運
転
へ
の
移

り
変
わ
り
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
に
危
機
感
を
覚
え
て
い

ま
す
。
現
在
の
自
動
車
産
業
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
海

外
か
ら
の
受
注
増
加
に
伴
い
、
景
気
は
好
調
で
す
が
、
業
界

の
今
後
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
長
期
的
な
経

営
計
画
が
立
て
ら
れ
ず
設
備
投
資
が
で
き
ま
せ
ん
。
電
気
自

動
車
の
比
率
が
増
え
れ
ば
、エ
ン
ジ
ン
、ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
、排
気
系
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
部
品
が
不
要
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
部
品
専
門
メ
ー
カ
ー
は
売
上
減
少
、
最
悪
倒
産
に

追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
想
定
を
超
え
る

変
化
が
起
こ
っ
た
場
合
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
自
動
車
産
業

を
支
え
る
下
請
業
者
の
存
続
は
組
合
に
直
結
す
る
問
題
の
た

め
、
動
向
を
注
意
深
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
原
功
一
副
会
長
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

VOICE

刈
谷
機
械
工
業
協
同
組
合
　
　
理
事
長
　

江
原
　
功
一

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：刈谷機械工業協同組合

代表者名：江原功一

設立年月：1952年 7月

組合員数：37人

住　　所：�刈 谷 市 日 高 町 4 丁 目

101 番地

Ｕ　Ｒ　Ｌ：�h t t p : / /www .ka t ch .

ne.jp/～y−kumiai/
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物
価
見
通
し
に
自
信
を
深
め
る
日
銀
総
裁

　
11
月
上
旬
、日
銀
の
黒
田
総
裁
は
名
古
屋
市
内
で
講
演
し
、

「
物
価
を
押
し
上
げ
る
力
は
徐
々
に
強
ま
っ
て
き
て
い
る
」

と
発
言
し
、
物
価
見
通
し
に
つ
い
て
自
信
を
見
せ
た
。
し
か

し
、
13
年
4
月
に
今
後
2
年
程
度
で
2
％
の
物
価
上
昇
率
を

達
成
す
る
と
宣
言
し
て
以
降
、
6
回
ほ
ど
達
成
時
期
の
先
送

り
を
行
っ
て
お
り
、す
で
に
4
年
半
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

　
直
近
9
月
の
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率
は
、
総
合
指
数

が
前
年
比
プ
ラ
ス
0.7
％
、
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
生
鮮
食
品
を
除
く

総
合
）
が
前
年
比
プ
ラ
ス
0.7
％
、
コ
ア
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
生
鮮

食
品
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
総
合
）
が
前
年
比
プ
ラ
ス

0.2
％
と
な
り
、
前
月
8
月
と
全
て
同
じ
上
昇
率
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
総
合

と
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
、

黒
田
総
裁
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
部
の
企
業
が
人
件
費
の

上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
し
始
め
た
と
い
え
る
。

　
本
来
、
日
銀
が
目
指
す
2
％
の
物
価
上
昇
率
は
、
力
強
い

景
気
回
復
に
よ
り
消
費
な
ど
の
経
済
活
動
が
活
発
と
な
り
、

需
要
増
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
高
ま
っ
た
結
果
と
し
て

の
物
価
上
昇
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
足
元
で
は
、
消
費
者
物

価
は
緩
や
か
な
上
昇
基
調
に
あ
る
が
、
旺
盛
な
需
要
増
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
人

件
費
高
騰
な
ど
川
上
か
ら
の
物
価
上
昇
圧
力
に
過
ぎ
な
い
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

　
こ
の
と
こ
ろ
、
企
業
が
値
上
げ
に
踏
み
切
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
家
計
に
身
近
な
商
品
の
値
上
げ
と
し
て
ビ
ー
ル

類
が
あ
る
。
6
月
の
改
正
酒
税
法
施
行
に
よ
り
小
売
店
で
の

安
売
り
規
制
が
導
入
さ
れ
、
店
頭
価
格
は
１
割
前
後
値
上
が

り
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
、
最
大
手
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
、

瓶
ビ
ー
ル
や
樽
詰
め
ビ
ー
ル
な
ど
業
務
用
を
中
心
と
し
た
酒

類
の
出
荷
価
格
の
値
上
げ
を
公
表
し
た
。
瓶
や
樽
は
容
器
を

回
収
し
て
洗
浄
す
る
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
、
人
件
費
や
輸

送
費
の
上
昇
も
あ
り
値
上
げ
さ
れ
る
。

　
業
務
用
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
の
商

品
も
含
ま
れ
る
が
、
缶
ビ
ー
ル
な
ど
缶
入
り
は
対
象
外
で
あ

る
。
ア
サ
ヒ
は
来
年
3
月
以
降
の
出
荷
分
が
対
象
で
10
年
ぶ

り
の
値
上
げ
と
な
る
。
業
界
最
大
手
が
値
上
げ
す
る
こ
と
で

キ
リ
ン
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
サ
ッ
ポ
ロ
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

来
年
4
月
か
ら
の
値
上
げ
を
発
表
し
た
。
こ
の
結
果
、
店
頭

価
格
は
1
割
ほ
ど
上
が
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
気
・
ガ
ス
代
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇
の
影
響
も
大
き
い
。
特
に
、
自
動
車
保

有
率
の
高
い
愛
知
県
な
ど
東
海
地
域
で
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格

上
昇
の
影
響
が
大
き
く
、
家
計
に
と
っ
て
負

担
増
と
な
る
。
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
11
月
27
日
時
点
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン

の
小
売
価
格
は
全
国
平
均
で
1
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
141.

1
円
と
な
り
前
週
よ
り
1
円
値
上
が
り

し
、
11
週
連
続
で
の
値
上
が
り
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
価
格
も
上
昇
し

て
い
る
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
17
年
産
の

新
米
の
卸
値
（
10
月
末
現
在
）
は
60
キ
ロ
あ
た

り
1
万
5 

4 

8 

3
円
（
全
銘
柄
平
均
、
税
込
み
）

と
、
前
年
比
8
％
高
い
。
コ
メ
の
価
格
上
昇
は

3
年
連
続
で
上
昇
幅
は
直
近
5
年
間
で
最
も
高

い
。
特
に
業
務
用
の
安
い
コ
メ
の
供
給
が
不
足

気
味
で
、
今
後
、
外
食
産
業
や
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
の
弁
当
や
お
に
ぎ
り
の
値
上
げ
や
ご
飯

量
の
縮
小
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。

デ
フ
レ
色
を
強
め
る
消
費
者
の
購
買
行
動

　
冬
か
ら
春
に
か
け
て
値
上
が
り
す
る
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
物
価

高
に
対
し
て
消
費
者
の
購
買
行
動
は
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
計
は
節
約
志
向
を

高
め
、
防
衛
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
例
え
ば
、

ビ
ー
ル
系
飲
料
で
は
ビ
ー
ル
離
れ
も
進
ん
で
い

る
が
、
売
れ
筋
商
品
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
7

〜
8
％
の
高
ア
ル
コ
ー
ル
の
第
3
の
ビ
ー
ル
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
。
消
費
者
は
安
く
て
早
く
酔

え
る
お
値
打
ち
商
品
を
選
択
し
て
い
る
。
日
銀

の
黒
田
総
裁
が
自
信
を
深
め
る
消
費
者
物
価
指

数
の
小
幅
プ
ラ
ス
の
数
字
と
は
裏
腹
に
、
消
費

者
は
デ
フ
レ
的
な
購
買
行
動
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
。

物
価
動
向
と
購
買
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。14 年８月より中京大学経済研究所研究員。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、ニュース番組な
どのコメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県、函館市などの委員も務める。専門はマクロ経済、
地域経済。
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　「
働
く
幸
せ
を
実
現
し
た
町
工
場
の
人

材
戦
略
」

　
〜 

人
は
働
く
こ
と
、
人
の
役
に
立
つ
こ

と
で
幸
せ
に
な
れ
る 

〜

　

チ
ョ
ー
ク
製
造
会
社
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
日
本
理
化
学
工
業
株
式
会
社
。
昭
和
35
年

に
2
人
の
知
的
障
が
い
者
を
雇
用
し
た
の
を
ス

タ
ー
ト
に
、
現
在
、
全
従
業
員
中
７
割
の
知
的

障
が
い
者
が
働
い
て
い
る
。
今
や
、
彼
ら
は
会

社
の
主
戦
力
と
し
て
信
頼
さ
れ
、
彼
ら
の
作
る

ダ
ス
ト
レ
ス
チ
ョ
ー
ク
は
業
界
シ
ェ
ア
1
位
を

誇
る
ま
で
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
、
多
く
の
険
し
い
道
の
り
が
あ
っ
た
。

人
か
ら
愛
さ
れ
、
人
の
役
に
立
ち
、
人
に
必
要

と
さ
れ
る
存
在
で
い
た
い
、「
働
く
幸
せ
」
を

障
害
者
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
彼
ら
の
今

あ
る
能
力
で
仕
事
が
で
き
る
に
は
、
よ
り
能

力
を
高
め
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
講
演
で
は
、
日
本
理
化
学
工
業
株
式
会
社

の
全
力
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
事
業  

組
合
交
流
会

基
　
調
　
講
　
演

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家　

小
松
成
美
氏

あ
い
ち
中
小
企
業
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７
を
開
催

特集 1

〜
「
中
小
企
業
の
成
長
に
向
け
た
人
材
戦
略
」
〜

　

景
気
拡
大
が
、「
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
戦
後
２
番
目
の
長
さ
と
な
っ
た
」、

「
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
」、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

中
小
企
業
は
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
人
手
不
足
や
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
等
の
労
働
問
題
、
事
業
承
継
や
下
請
け
取
引
条
件
の
改
善
等
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
組
合
等
連
携
組
織
を
通
じ
た
取
り
組
み
や
組
合
間
連
携

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
労
働
諸
問
題

に
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
に
「
中
小
企
業
の
成
長
に
向
け
た
人
材
戦
略
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
情
報
交
換
を
通
じ
て
問
題
解
決
を
探
り
、
ま
た
、
組

合
間
交
流
に
よ
り
新
た
な
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
に
組
合
交
流
会
を

11
月
20
日
（
月
）
名
古
屋
市
中
区
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
長
谷
川
正
己
中
央
会
会
長
の
挨
拶
、
川

村
正
人
愛
知
県
産
業
労
働
部
中
小
企
業
金
融
課
課
長
の
来
賓
ご
挨
拶
の
後
、

人
材
の
多
様
性
の
確
保
等
に
焦
点
を
あ
て
た
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

小
松
成
美
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
小
山
田
政
義

氏
に
よ
る
労
働
施
策
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
小
山
田
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
本
会
役
員
で
あ
り
各
業

界
で
活
躍
さ
れ
る
３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
り
、
人
材
雇
用
・
育
成
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。

100
名
の
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
交
流
懇
親
会
に
お
い

て
は
、
参
加
者
同
士
の
懇

親
を
深
め
ら
れ
る
と
と
も

に
労
働
問
題
を
テ
ー
マ
に

各
所
で
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　主催者挨拶　長谷川正己中央会会長

来賓挨拶　川村正人愛知県産業労働部
　　　中小企業金融課　課長
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参
加
者
の
皆
様
か
ら

　

新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
は

と
て
も
良
い
。
構
成
が
よ
く
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

今
回
の
よ
う
な
取
組
み
で
、
中
央
会
の
会
員

そ
し
て
会
員
傘
下
の
企
業
に
向
け
て
、
発
信

を
続
け
て
ほ
し
い
。

雑
貨
小
売
業
　
理
事
長

　

中
央
会
が
、
中
小
企
業
の
経
営
の
悩
み
を
共

有
で
き
る
場
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
意
義
深
い
と
思
う
。
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ

の
内
容
を
受
け
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
参
加
者
が
問
題
を
認
識
し
、
交
流
会
で
そ
れ

を
話
題
に
情
報
交
換
す
る
と
い
う
、
内
容
が
と

て
も
よ
か
っ
た
。
是
非
、
今
後
も
実
施
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

機
械
金
属
製
品
製
造
業
組
合
　
事
務
局
長

　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
、自
社
（
卸
売
業
）

の
場
合
に
置
き
換
え
て
講
演
を
聞
い
て
い
た
。

自
社
の
業
務
内
容
で
は
、
障
が
い
者
の
方
が
対

応
で
き
る
作
業
は
な
い
た
め
雇
用
は
難
し
い
と

思
っ
た
。

異
業
種
組
合
　
理
事
長

小
山
田
氏

　

人
材
戦
略
と
一
口
で
言
っ
て
も
、
障
が
い
者
雇
用
や
高
齢
者
の
積
極
的
な
雇
用
に
加
え
、
最
近
で
は
、

外
国
人
雇
用
な
ど
も
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
度
雇
用
し
た
従
業
員
の
方
を
い
か
に
育
成

し
定
着
さ
せ
る
か
は
、
企
業
共
通
の
課
題
で
は
な
い
か
。
み
な
さ
ん
の
会
社
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

障
が
い
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山
口
氏

　

当
社
は
、
お
し
ぼ
り
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
の
レ
ン
タ
ル
、
紙
お
し
ぼ
り
の
販
売
等
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
当
社
で
は
、
従
業
員
数
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で

155
名
、
障
が
い
者
雇
用
は
38
名
で
９
割
以
上
が
知
的
障

が
い
と
な
る
。
主
に
養
護
学
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
採
用
し
て
い
る
。
業
務
内
容
は
、
回
収
さ
れ
た
お

し
ぼ
り
の
汚
れ
度
合
い
の
選
別
作
業
、
コ
ン
テ
ナ
の
清
掃
作
業
や
箱
詰
め
作
業
等
が
中
心
で
あ
る
。
障
が

い
者
雇
用
は
、
①
離
職
率
が
低
い　

②
集
中
力
が
高
く
、
仕
事
熱
心　

③
雇
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
点

で
大
き
く
３
つ
の
特
徴
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
業
務
が
限
定
的
で
、
障
が
い
者
が
働
け
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
設
備
投
資
等
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
入
社
し
た
ら
退
職
す
る

日
ま
で
責
任
を
持
っ
て
雇
用
す
る
と
い
う
覚
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

原
氏

　

自
社
で
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が
、「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。
人
材
育
成
の
目
的
は
、
①
全
社
員
が
会

社
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
信
と
自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
自
己
実
現
に
繋
げ
る
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
。
②
会
社
と
全
従
業
員
が
向
か
っ
て
い
く
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
と
同
時
に
夢
を
共

有
で
き
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。
③
部
門
間
及
び
他
部
門
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

④
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
全
社
員
の
接
触
機
会
の
拡
大
を
通
じ
て
風
通
し
の
よ
い
社
風
を
形
成
さ

せ
る
こ
と
の
４
つ
が
あ
る
と
思
う
。

　

私
は
、
人
材
育
成
を
通
し
て
、
会
社
と
従
業
員
の
接
触
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
終
的
に
自
己
実
現
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

高
齢
者
雇
用
や
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
等
に
つ
い
て

川
崎
氏

　

当
社
の
従
業
員
数
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
70
名
程
度
。
内
、
外
国
人
技
能
実
習
生
は
15
名
、
高
齢
者
は
短

時
間
労
働
者
が
２
名
、
週
30
時
間
以
上
働
い
て
い
る
者
が
２
名
い
る
。
ま
ず
、
高
齢
者
を
雇
用
す
る
目
的

は
、
自
社
の
弱
み
の
「
知
識
・
経
験
を
持
っ
た
人
材
」
を
登
用
す
る
こ
と
で
自
社
の
強
み
に
変
え
る
た
め
。

取
引
先
の
大
手
企
業
で
定
年
を
迎
え
た
人
を
、
給
与
面
や
肩
書
で
好
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
勧
誘

を
行
っ
て
お
り
、
主
に
管
理
職
を
育
成
し
て
も
ら
う
目
的
で
雇
用
し
て
い
る
。

　

次
に
、
外
国
人
技
能
実
習
生
だ
が
、
み
ん
な
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
。
中

国
人
実
習
生
の
た
め
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
い
ざ
と
な
れ
ば
筆
談
で
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

　

ま
た
、
知
的
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
私
は
、
彼
ら
は
彼
ら
な
り
の
得
意
な
分
野
、
特
技
が
必

ず
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
業
務
の
中
で
は
、
小
さ
い
部
品
を
治
具
に
か
け
る
作
業
が
あ
る
が
、
朝
か
ら
晩

ま
で
ず
っ
と
作
業
を
し
て
い
る
。
彼
ら
の
適
性
に
合
わ
せ
て
、
仕
事
を
見
つ
け
出
す
の
が
我
々
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
障
が
い
者
雇
用
の
課
題
、
組
合
が
実
施
す
る
教
育
制
度
や
自
社
の
残
業
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
熱
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
中
小
企
業
の
成
長
に
向
け
た
人
材
戦
略
」

交
　
流
　
懇
　
親
　
会

特定社会保険労務士
小山田　政義　氏

愛知県中小企業団体中央会
副会長
愛知県リースおしぼり協同組合
理事長　山口　高広　氏

愛知県中小企業団体中央会
常任理事
中部金属熱処理協同組合
理事長　原　敏城　氏

愛知県中小企業団体中央会　
理事
愛知県工業塗装協同組合
愛知県中小企業青年中央会
会長　川崎　智之　氏

コーディネーター パ　ネ　リ　ス　ト
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■ 経営状況
　経営状況について「変わらない」と回答した事業
所が最も多いが、昨年と比較すると「良い」は 2.7
ポイント増加し、「悪い」は 2.7 ポイント減少して
いることから、少しずつではあるが景気の回復を実
感しつつあると捉えることができる。しかし、いま
だ「良い」と回答した事業所より「悪い」と回答し
た事業所の方が多く、景気の回復を実感するには
至っていない。
　経営上の障害については、「人材不足（質の不足）」
48.2％が最も多く、（昨年より 3.9 ポイント増加）、
次いで労働力不足（量の不足）34.2％（昨年より 4.7
ポイント増加）、「販売不振・受注の減少」31.1％（昨
年より 1.8 ポイント減少）となっている。引き続き
ほとんどの業種で、「人材不足（質の不足）」が経営
上の障害となっており、人材の確保が大きな経営課
題となっている。

■ 労働時間
　短時間労働者を除いた従業員の所定労働時間に
ついて、「40 時間」51.1％が最も多く、全国平均
50.5％よりも 0.6 ポイント高くなっている。
　また、月平均残業時間は 15.57 時間（昨年 13.92
時間）となり、昨年と比較して 1.65 時間増加。全
国平均 12.0 時間と比較した場合は、3.57 時間多く
なっている。
　月平均残業時間は製造業では「機械器具」24.53
時間が多く、非製造業では「運輸業」32.38 時間が
多い。

■ 年次有給休暇
　年次有給休暇の平均付与日数は 15.45 日（昨年
15.57 日）で昨年と比較して 0.12 日減少、平均取得
日数については 7.45 日（昨年 7.13 日）で、昨年と
比較して 0.32 日増加となり、付与日数は減少して
いるが、取得日数は増加している。また、平均取得
率は 50.54％（昨年 48.85％）となり、昨年より増
加している。

■ 新規学卒者の採用
　平成 30 年度の採用計画については、「ない」
52.5％、「ある」28.9％、「未定」18.6％の順となっ
ている。前年と比較して、「ある」が 0.5 ポイント
増加、「ない」が 1.1 ポイント増加し、「未定」が 1.6

　本調査は、中小企業の労働事情を的確に把握し、中小企業施策の実現と中央会が実施する労働支援方針の
策定に活用することを目的として、全国一斉に行われています。
　本年度も平成 29 年７月１日を調査時点として県内の従業員数 300 人以下の 1,500 事業所を対象（回答数
766 事業所、回答率 51.1%）にアンケート調査を実施
しました。

平成 29年度中小企業労働事情実態調査
愛知県調査結果の概要
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ポイント減少している。新規学卒者の採用計画は、
半数以上が「ない」と回答しており、新規学卒者の
採用については、慎重な姿勢がうかがえる。

■ 障害者の雇用状況
　今回、障害者雇用促進法の改正を踏まえ、改めて
障害者雇用について調査を実施したが、障害者の雇
用状況については、「雇用している」23.2％、「雇用
していない」76.8％となっており、前回調査（平成
22 年度実施）時より、「障害者を雇用している」が
0.8ポイント増加している。また、全国の20.8％を2.4
ポイント上回っていることから、愛知県の企業は、
障害者雇用に前向きな姿勢を示していることがわか
る。

■ 従業員の過不足状況
　従業員の過不足状況は、「適正である」（39.6％）
が最も多いが、「職種・部門によって不足している」
（39.3％）もほぼ同数となっている。
　従業員が不足している理由として、「求める人材
が来ない」「新規採用が困難になった」が多く、採
用活動に苦心していることがうかがえる。また、従
業員不足の対応として「経験者の中途採用」が６割
を超えており、中小企業は、新規採用が困難な状況
にある一方で、「経験者の中途採用」に関心を寄せ
ていることが浮き彫りとなった。

■ 賃金改定
　平成 29 年１月１日から７月１日までの賃金改定
の実施状況について、「引き上げた」が 54.7％（昨
年53.6％）となっており、1.1ポイント増加している。
　昇給額については、愛知県全体の単純平均では
5,792 円（昨年 5,846 円）で 54 円減少し、加重平
均では 4,853 円（昨年 4,837 円）で 16 円増加して
いる。
　賃金改定の内容は、「定期昇給」55.7％（昨年
62.3％）が最も多く、その要素として「企業の業
績」57.8％（昨年 66.3％）、「労働力の確保・定着」
54.5％（昨年 51.6％）が多くなっている。
　人材を確保するためには、今後、今まで以上の賃
上げが予想されるが、人件費の上昇分を価格に転嫁
するのが難しい企業も多く、資金繰りに窮する企業
が増えることが懸念される。

■ 調査を通じた課題
　中小企業にとっては、人材確保及び育成は企業の
大きな経営課題であり、持続的に成長を遂げるため
には、多様な人材の活躍促進とともに職場環境や待
遇の改善などにより、魅力ある就業環境の整備が求
められている。
　障害者の法定雇用率の引き上げや、長時間労働の
是正、同一労働同一賃金への取り組み等の「働き方
改革」への対処など、中小企業においては、刻々と
変化していく外部環境に迅速に対応できる経営力の
構築が重要となっている。
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売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

凡例

好転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪化
DI≦−10

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配
置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業
界の景況報告を集計したものです。情報連絡員は
全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われて
います。

【製造業】
窯業・土石製品：10 月が終了。全体で前年比 91.3％、５地区のうち東三河地区のみが前年超えとなった。残り４地区は前年割れ。特に数量の多い名
古屋地区は、前年 10％ダウンとなり全体の足を引っ張っている。工事量の減少と台風等、天候不順の影響が大きい。
一般機器：ものづくり業界でも、無資格検査やデータ改竄等の不祥事が続いている。中でも鉄素材そのものを扱うメーカーが末端までに与える影響は
あまりに大きい。今のところ仕事に直接の影響はないが、国際協争力の根源であると考えていただけに落胆している。
【非製造業】

卸売業：主要野菜のうち台風 21 号の影響で収穫が大幅に減少した品目については、入荷が厳しく卸売価格も高騰した。価格の高騰もさることながら、
品不足により消費者のニーズに対応出来ないことが組合員の苦慮するところである。
小売業：10 月は天候不順のため、客足が悪く、売上減少となった。店頭小売業態のため、非常に厳しい月となった。
商店街：10 月は長雨・台風と天候不順で秋の祭礼などイベントに人は出ず、あてが外れた。店舗も足が遠のき天候に泣かされた月だった。

　●○●○● 業界レポート ●○●○●　

2017年 10月分
台風による収益圧迫

中小企業組合検定試験　～ 組合制度編 ～
クイズにチャレンジ！　次の文章は、中小企業組合について述べたものです。設問ＡからＣの文中の　　　　に入る

最も適切な語句は何でしょう。
( 設問Ａ )
　　　　　は、理事会において決定した業務を現実に執行する職務を担当する必要常置機関である。
　　　　　の組合代表権は、広範であって定款および総会の決議の範囲内において、組合の業務すべてに及ぶ。すなわち組合の事
業に関する裁判上または裁判外の一切の行為を行う権限を意味する。したがって、　　　　が組合のために行った行為は、原則とし
てすべて組合の行為となり、その行為の効果はそのまま組合に帰属することになる。
( 設問Ｂ )
　組合の　　　　は、組合の憲法といわれ、規約・規程とともに組合の組織活動の基本規則である。組合の内部規律を定めた自治
規範として、法人格を持つために不可欠なものである。
　　　　　の変更手続としては、まず、総会を招集する。次に、総会に諮り　　　　変更議案を特別議決により議決する。その次に、
総会の議事録と変更個所を記載した書面 ( 新旧対照表 ) 及び変更理由書、必要な場合は変更前および変更後の事業計画書、収支予算
書等を添付した認可申請書を所管行政庁に提出して認可を得る。変更内容が登記事項である場合には、認可後の登記完了をもっ
て　　　　変更の手続きが終了する。
( 設問Ｃ )
　持分には、２つの意義がある。第１は組合員が組合員として組合に対して有する　　　　の総称、言い換えれば、組合員たる地
位としての意義で、第２は組合員が組合財産に対して共有部分として有する計算上の価値としての意義である。たとえば、法律上「持
分の譲渡」という場合の持分は前者であり、「持分の払戻し」という場合の持分は後者である。
　しかし、この意味の異なる持分は、互いに無関係のものではなく、出資を基礎とする組合員の　　　　が法律的には前者の持分
と解され、経済的には後者の持分として評価されるのであるから、前者の持分は、後者のそれを含めた意味のものであるといえよう。

　　　　回答は 10 ページの下に掲載しています。
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2017 ふれあい市場まつりを開催
　11 月 19 日（日）名古屋市中央卸売市場本場（名古屋市熱田区）におい

て「2017 ふれあい市場まつり」が開催されました。「来て、見て、知って！

市場の役割！！」をテーマに、マグロ解体実演・販売や、主要産地の果物・

野菜の試食・販売等が行われました。マグロの模擬せりや水産かるた、活

魚タッチプール等、家族で見て・体験して市場の機能や役割を知ることが

できるイベントが盛りだくさんでした。

愛知県中小企業情報研究会　視察研修会を開催
　11 月 21 日（火）、愛知県中小企業情報研究会は視察研修会を開催しました。研修会では酒造メーカー成田

株式会社（常滑市）の「盛田味の館」でお酒や味噌の製造工程の見学と、老舗抹茶メーカーあいや（西尾市）

が４月にオープンさせた体験型博物館「あいや西尾の抹茶ミュージアム和く和く」で抹茶製造工程の見学と茶

葉の品質鑑定を体験しました。製造工程見学の後は抹茶と抹茶スイーツを堪能し、参加者の親睦を図りました。

とうふまつりを開催　愛知県豆腐商工業協同組合
　11 月 25 日（土）・26 日（日）、愛知県豆腐商工業協同組合は金山総合駅コンコース（名

古屋市中区）にて「とうふまつり」を開催しました。

　10 月 12 日（木）に開催された「第 3 回豆腐品評会」の優秀品の表彰式や、愛知県産

の大豆を使った豆腐や納豆、豆腐を使ったお団子等の試食・販売が行われ、生産者がこ

だわって作った手作りの味を積極的にＰＲしていました。

● インフォメーション ●

日 時間 イベント名 場所

12月26日（火）
①10:00
②14:00

平成 27 年度補正ものづくり補助金
事業化状況報告システム説明会

ウインクあいち

  1月16 日（火）
10:30 正副会長会 キャッスルプラザ

11:30 新年祝賀会 キャッスルプラザ

 　   19 日（金） 13:30 内定者合同研修 ウインクあいち

中
央
会

クイズにチャレンジの答え：設問Ａ　代表理事　　設問Ｂ　定款　　設問Ｃ　権利義務

日 イベント名 組合名 場所

  1 月 17 日（水） 第 32 回学習塾情報展 愛知県私塾 ( 協 ) ウインクあいち
組
合



（独）中小企業基盤整備機構の事業紹介

「地域産業資源」を活用した新たなビジネスを応援します！ ～事例紹介～
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【地域産業資源活用促進法による支援策】
　地域産業資源活用事業とは、各都道府県が指定する「地
域産業資源」を活用して、中小企業者等が創意ある工夫を
行い新たな需要開拓を実施する取組です。国では、この取
組を地域産業資源活用促進法により認定し、認定後に法律
に基づく様々な支援策を提供しています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構では、この地域産業
資源活用事業に取組む事業者の皆様へ、事業内容等につい
てのご相談を随時実施するとともに、事業計画の策定から
認定後の事業化に向けた取組に対し、一貫したハンズオン
支援を行っています。

【法改正と認定事例】
　地域資源活用促進法は、平成27年度に改正され、「ふる
さと名物応援宣言」制度が創設されました。各市町村が地
域産業資源から、特に応援する資源を選定し、ふるさと名
物応援宣言を行うことで、宣言の内容の沿った取組を行う
事業者は、国等の重点的な支援を受けられます。
　具体的な事例として、愛知県高浜市の有限会社岩月鬼瓦
をご紹介します。同社は神社仏閣の鬼瓦製造を主な事業と
していますが、地域産業資源である三州瓦の生産に係る技
術を活用して、いぶし瓦製法でつくる「アルファベット・
数字」といった欧米のデザインを取り入れた瓦製インテリ
ア製品等の開発を実施しました。この取組は、高浜市のふ
るさと名物応援宣言の内容にも合致しており、新たな需要
開拓に向けて計画を推進しています。
　併せて、改正により農林水産物および鉱工業品の「生産
活動を利用した役務」が新たに認定対象となりました。こ
れは体験型観光などが対象になります。
　具体的な事例として、愛知県瀬戸市の有限会社ベルハウ
ス、株式会社中外陶園、まる工房・小澤康麿氏、水野志元
乎氏の４者による取組をご紹介します。この取組では、地
域産業資源である瀬戸焼、招き猫、来る福招き猫まつりin
瀬戸を活用して、新たに「招き猫の染付け体験」を実施し
てもらう体験ツアー専用のプログラムの販売を開始しまし
た。この取組は、生産活動を利用した役務として事業計画
の認定を受けたほか、瀬戸市のふるさと名物応援宣言の内
容にも合致しています。

【担当プロジェクトマネージャーから】
　地域資源活用による新事業展開や新商品開発を目指され
る方は、中小機構がしっかりと伴走し応援させていただき
ますので、是非一度ご相談下さい。
（担当ＰＭ 　小林　格）

（独）中小企業基盤整備機構中部本部
連携推進課　電話：052－201－3068 

《瓦製インテリア製品》

《瀬戸の招き猫》
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